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３．お知らせ

【59号】

１．緩和ケアチーム依頼 4月～6月 緩和ケアチーム
かかわりの一例

①60代 女性
がん診断時に多発転移があり、
対症療法希望された。苦痛なく
最期まで過ごされた。
②70代 男性
診療科が変更になったが、継続
しチーム介入。自宅退院まで、
疼痛や心理面への支援をした。
③80代 男性 原発不明がん
医療用麻薬の調整、病状説明
の同席で本人や家族の不安が
軽減するよう援助した。

①JAみどりの広場「テレビ保健室」

２．安部友恵医師から
緩和ケアチームに
参加して

・8/6 「緩和ケアについて」

緩和ケアの紹介、当院緩和ケアチーム
の案内をしました

②今年も部署ごとに院内勉強会
（地域がん診療病院の要件です）

・6/23 3B病棟
「デスカンファレンス
老年期精神病
終末期患者の看護」
・8/12 7A病棟
「デスカンファレンス
終末期の看護、家族ケアついて」

4月から緩和ケアチームの一員として回診

に参加させていただいております。診療科に

よって診療内容や患者さん症状が大きく違

い、とてもおもしろいです。

患者さんの訴えは症状だけではなく、経済

的不安、食事についての要望、薬の形や飲

む時間など多岐にわたります。また、時間を

かけてお話を聞くことで初めて出てくる要望

や訴えもあり、普段の診療だけでは補いきれ

ないこともあるのだと勉強になりました。カン

ファレンスではそれらのひとつひとつについ

てチーム内の様々な職種の観点から意見が

あり、より患者さんの希望に添った医療につ

ながっていると感じました。

緩和ケアで勉強したことを今後の自分の診

療にもつなげていけるよう、勉強していきた

いと思います。


